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10.11台風19号接近　猛烈な台風が接近中で、各地で不思議な色の夕焼けが見えました。
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365日無料
現在入所児童数２６／入所定員３６　　　　　　　　　　　　題字：西 久子初代園長（若草園創立 1957[S32].7.1）

　朝夕の肌寒さや風の心地よさが秋を感じる季節となって参りました。皆様におかれま

しては益々ご健勝のこととお慶び申し上げます。

　先日、園庭で遊んでいた子ども達が西の空を指差し、「あっちの山が燃える」とのこと。

それは、夕暮れ時の夕焼けの情景でした。子どもらの言葉通り神秘的で真っ赤に染まっ

た夕暮れは感動を覚えるほどでした。そして、その情景を子どもらと共感できた事は重

ねてうれしい出来事でした。

　現在 26 名の子どもらは、夏休みの楽しさ（韓国訪問ＢＳ交流、キャンプ、川遊び

etc……）を満喫し、学校生活では水泳大会、運動会、音楽祭など日ごろの練習の成

果と自身の力を発揮して心身ともに大きく成長が見られています。

　また、法人が支援しております「保育の父・佐竹音次郎に学ぶ会」では、念願の伝記本、

『万人の父となる～佐竹音次郎物語～』（文・横山充男氏／絵・槙えびし氏）が出版の

運びとなりました事は誠に喜ばしいことと存じます。本を拝読し、音次郎の信念や活動

は福祉に携わるものとして深い感銘を受け、「福祉とは」と、考えさせるものでもありま

した。四万十の地に偉大な社会事業家がいることを沢山の方に知って頂きたいと改めて

思ったことでした。

　最後になりましたが、日ごろより地域の皆様をはじめ、関係者の皆様には物心両面で

の御支援、御協力を頂いておりますことに深く感謝申し上げます。

　これから、寒さが増して参りますので、ご自愛くださいますようお願い申し上げます。

施設長

福留久美

①

社会福祉法人栄光会



8.22 グループ活動

夏休みにホームで行楽、わんぱーく

高知であそびました。

8.25 伊豆杯百人一首

故・伊豆保育士が退職されてから

も足繁く若草園に通って下さり、

普及させてくださったカルタ大会

をこの夏も開催しました。

ボーイスカウト高知県連盟 中村第１団 スカウト隊　隊長 横山智也

　この度、韓国（木
も っ ぽ

浦）スカウトと高知県スカウトの交流に中村第１団からリーダー２名、スカウト４名で参加させて頂きました。

　日韓情勢の悪化が日々テレビで流れる中での渡韓であった為、出発直前までスカウトからも不安の声が聞こえ、自分自身

も本当に子ども達を連れて行って安全の確保が出来るのか不安でしたが、いざ到着すると韓国スカウト達が温かく迎え入れて

くださり、盛大な歓迎会を開いてくれました。

　３泊４日の交流の内、２日間はホームステイさせて頂きました。どのホストファミリーの方も本当の家

族の様に接して下さいました。スカウト達は言葉の壁に戸惑いながらも２日間積極的に交流を行い、

３日目の別れの際にはお互いに涙する場面も見られ、この日韓スカウト交流の意味を実感しました。

　３日目はソウル市内にて自由行動、自分達だけで地下鉄を利用しロッテワールドに行き遊園地と買

い物を楽しみました。出発前には不安が募る日韓交流でしたが、帰国後のスカウト達からは“楽しかっ

た”“また行きたい”との声が聞こえ、安心しました。貴重な体験をさせて頂けた事に感謝します。弥
いやさか

栄。

（ボーイスカウト [=BS]中村第１団は若草園内で組織する隊です）

日韓交歓交流事業～木浦訪問～ 2019.8.1 Thu - 4 Sun
8.17 Ａホーム・キャンプ

大月町樫西キャンプ場にて。

毎年ホーム毎に実施していますが、

台風大雨の影響で中止になったホー

ムもありました。
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。

　

び
っ
く
り
し
た
の
は
、
女
性
の
新
人
漁
師

さ
ん
が
い
た
こ
と
だ
。
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と
あ
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く
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漁
師
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な
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な
く
な
っ
て
い
る
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た
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だ
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、
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き
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。
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若 草 園 を 支 え る 会

役 員 紹 介

　 会　長　　　　 副会長　　　副会長　　　 副会長　　　　副会長　　 　副会長　 　 監 事　　　監 事　

　　林　博　 　　浜口貞雄　　野地ちえみ　　池　啓司　  矢野川　研　　宮崎嘉友　　 乾　梢　 　宮崎治茂

若草園には後援会的組織「若草園を支える会」がございます。2007 年（平成 19 年度）

に発足し、日ごろ若草園を後方支援してくださっています。今回はその役員のみな

さんをご紹介いたします。

誕生日メニュー

子ども達の誕生日には好きなメ

ニューの夕食で誕生会をします。お

手伝いもしてお子様ランチができま

した。

10.11 美しい夕日

写真中央で四万十川が輝いています。

②③

ま ど

若 草 園 の 様 子

「人間の檻」を発見！

　説明板には「人間は

優れた知能のおかげで

増加しつづけ、その結

果、自然破壊や地球の

温暖化をひきおこして

いる。また、紛争や戦

争を繰り返し、恐ろし

い核兵器までもち、地

球上もっとも危険な動

物となっている」と、

書かれていました。
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ど
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。
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ど
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。
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。
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と
思
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し
た
。

投網体験が行われた下田小学校



平成３１年度上期 ご寄付一覧表
（H31.4.1 ～ R1.9.30）

皆様に心から感謝申し上げます。＜ 50 音順・敬称略＞
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ン
ペ
ー
ン

　児童養護施設、自立援助ホーム、ファミリーホー

ム、里親家庭を退所し、自立生活をしている方で、

困っている事はありませんか？ お気軽に

相談ください。<<無料>> （通話料はかかります）

　9:00 ～ 17:00（緊急の場合は 24時間対応します）

Tel (090)5912-1785  担当　岡﨑光子

　

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
で
す
。
高
知
県
で
は
県
内
５
つ
の
児
童
家
庭
支

援
セ
ン
タ
ー
と
関
係
機
関
が
協
力
し
て
高
知
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開

し
て
お
り
ま
す
。
今
年
も
恒
例
の
た
す
き
ウ
ォ
ー
ク
を
10
月
27
日
（
日
）
帯
屋
町
ア
ー

ケ
ー
ド
に
て
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
講
演
会
は
９
月
７
日
（
土
）
に
南
国
市
大
そ
ね

と
四
万
十
町
窪
川
に
て
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
は
教
育
実
践
研
究
家
の
菊
池
省
三
氏

を
お
迎
え
し
て
、「
ほ
め
言
葉
の
シ
ャ
ワ
ー
か
ら
見
え
て
く
る
も
の
～
子
育
て
支
援
と

児
童
虐
待
防
止
～
」
と
題
し
て
講
演
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

た
く
さ
ん
の
方
が
催
し
物
に
参
加
し
て
下
さ
い
ま
し
て
、
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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な
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オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
機
関
誌
に
掲
載
す
る
こ
と
に
合
わ
せ
る
か
の

よ
う
に
、
こ
の
時
季
の
美
し
い
夕
日
の
写
真
を
撮
る
こ
と
が
で
き
た
。
去
年
も
お
話
し

た
が
、
オ
レ
ン
ジ
色
の
夕
日
を
見
る
た
び
に
「
子
供
の
笑
顔
」
を
思
い
起
こ
し
、
子
供

と
向
き
合
う
こ
と
を
思
い
起
こ
し
て
頂
き
た
い
。
▼
と
こ
ろ
が
、
こ
の
夕
焼
け
の
写
真

も
ぬ
か
喜
び
が
で
き
な
い
側
面
が
あ
る
。
東
日
本
各
地
に
甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
し
た
台

風
19
号
接
近
に
伴
う
気
象
現
象
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
若
草
園
の
近
く
に
あ
る
足
摺
岬

は
、
か
つ
て
は
台
風
襲
来
で
有
名
だ
っ
た
。
近
年
の
温
暖
化
の
影
響
も
あ
っ
て
か
、
台

風
進
路
は
大
き
く
変
化
し
て
き
て
い
る
。
▼
報
道
で
、
台
風
の
被
災
地
に
対
し
て
の
風

評
被
害
と
い
う
意
外
な
話
を
聞
い
た
。
観
光
地
な
ど
が
被
災
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
ら
と

行
楽
の
、
予
定
を
取
り
や
め
た
り
敬
遠
し
た
り
す
る
こ
と
に
よ
り
、
起
こ
る
と
い
う
し

く
み
だ
っ
た
。
レ
ジ
ャ
ー
目
的
だ
か
ら
と
、
旅
行
を
自
粛
す
る
こ
と
が
、
返
っ
て
被
災

地
を
弱
体
化
さ
せ
る
、
と
。
▼
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
救
助
活
動
を
す
る
ば
か
り
で
な

く
、
福
祉
の
形
に
は
色
々
あ
っ
て
よ
い
の
だ
と
、
彩
ら
れ
た
空
を
見
て
思
っ
た
。（
せ
と
） ④

社 会 的 養 護
自立支援事業

命
に
向
き
合
う
ひ
た
む
き
な
姿
が
描
か
れ
て
い

ま
す
。
全
国
の
書
店
、
ネ
ッ
ト
販
売
、
保
育

の
父
・
佐
竹
音
次
郎
に
学
ぶ
会
で
お
求
め
に
な

れ
ま
す
。
ま
た
、
幡
多
信
用
金
庫
さ
ん
が
幡

多
郡
下
小
中
学
校
77
校
へ
贈
呈
し
て
下
さ
っ
て

い
ま
す
。
四
万
十
市
図
書
館
で
も
御
覧
に
な

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

園
に
は
、
佐
竹
音
次
郎
が
開
設
し
た
鎌
倉
保
育
園
の
中

村
支
部
と
し
て
の
歴
史
が
あ
り
、
経
営
を
支
え
て
頂
い

て
栄
光
会
を
設
立
す
る
助
け
を
頂
き
ま
し
た
。
こ
の
伝

記
で
は
、
音
次
郎
の
生
涯
が
描
か
れ
て
お
り
、
小
さ
な

§
保
育
の
父
・
佐
竹
音
次
郎
の
伝
記
が
出
版
さ
れ
る

　

８
月
30
日
、
学
研
か
ら
『
万
人
の
父
に
な
る
－
佐
竹
音
次
郎
物
語
－
』
が
出
版

さ
れ
ま
し
た
。
著
者
は
中
村
の
児
童
文
学
作
家
・
横
山
充
男
さ
ん
で
す
。
イ
ラ
ス

ト
は
歴
史
小
説
な
ど
で
好
評
の
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
・
槇
え
び
し
さ
ん
で
す
。
若
草


